
 

　
人類がたどってきた道のりを税という観点から浮かび 脊髄動物の中で最も“アホ”だと思われてきた魚。そ

あがらせる。そしてテクノロジーの進歩による著しい んな魚が鏡を見て自分の体についた寄生虫を取り除こ

社会の変化にいまの税の仕組みが追いついていないこ うとする？　脳の構造はヒトと同じ？　「魚の自己意

とを詳らかにし、これからの税はどうあるべきかを掘 識」に取り組む世界で唯一の研究室が、動物の賢さを

り下げる。 めぐる常識を覆す。

　 　

　

なかなか理解してもらえずに困っていた「認知症のあ 「江戸時代の暮らしに戻らないと地球温暖化は止めら

る方が実際に見ている世界」がスケッチと旅行記の形 れない」と悲観する人のために、イラストをたっぷり

式で掲載。まるで「ご本人の頭の中を覗いているよう 使い、目から鱗の地球を救う方法をゆるっとふわっと

な感覚」で、認知症のことを楽しみながら学べる一冊。 わかりやすく解説。 誰もがボタンひとつで二酸化炭素

医学・看護・理学療法・介護・福祉方面への進路を考 を回収できる世界最小の二酸化炭素直接空気回収装置

えている人におすすめ。 「ひやっしー」と、二酸化炭素が切り拓く未来を紹介。

　

全六章。読む順番で、世界が変わる。あなた自身が

つくる７２０通りの物語。すべての始まりは何だっ

たのか。結末はいったいどこにあるのか。本文が一

章おきに上下逆転して印刷されている、すべてが新

しい試みに満ちた一冊。
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認知症世界の歩き方 火星に住むつもりです
認知症のある人の頭の中をのぞいたみたら？ ～二酸化炭素が地球を救う～
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いれてみては？

著者は現役の東大生でありながら、

化学者、発明家、冒険家、社会起

業家でもあります。

小学4年生の時に「火星の青い夕

陽が見たい」＝火星を覆う空気中

の95％の二酸化炭素を回収しなく

ては！ と考えたのが研究のきっ

かけだそうです。


